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超音波シンポジウム日本語題目 (14～16ポイント)

English Title of USE Symposium  (11～13ポイント)
（１行空ける）
山口 正恆1‡，崔 博坤2，酒井 啓司 3 (1千葉大 工; 2明大 理工, 3東大 生研）（11ポイント）
Masatsune Yamaguchi1†, Pak-Kon Choi2 and Keiji Sakai3 (1Grad. School of Eng., Chiba Univ.; 2School of Sci. Tech., Meiji Univ.; 3Inst. Indust. Sci., Univ. of Tokyo) (9～10ポイント)

　（１行空ける）
The symposium on UltraSonic Electronics (USE), started in 1980, is known as the most important annual meeting on ultrasonics in Japan. One of the three days of the symposium is open as the International Sessions day, on which all papers are presented in English. Throughout the three days, all posters are shown in English. If you are planning to make a poster presentation or an oral English presentation, you should write your two-page proceedings paper in English using the other template. Even if you are planning to make an oral Japanese presentation, it is still recommended that you write the paper in English. In this case, you are allowed to write the paper in Japanese starting with a short English abstract as this example, but you may be asked later to rewrite the whole paper into English when the program committee decides to switch your presentation to the other forms.（9ポイント）
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1. 題目、著者、Abstract、本文の書き方

1行目に用紙左端より55mmの空白をとって日本語タイトルを14～16ポイント（MSゴシック等ボールド）、2行目に同様に英文題目を11～13ポイント（Times等）、1行空けて4行目に和文著者名（和文所属）を11ポイント、5行目に英文著者名（英文所属）を9～10ポイントでお書き下さい。題目、著者名等は、できるだけ1行で収まるようにして下さい。やむをえない場合でも、副題を含めて40字以内でお願いします。

　発表者は、和文著者名の後に†（デガ）を上ツキで、また発表者が奨励賞申請者（筆頭著者に限る）の場合は†ではなく‡（ダブル・デガ）を記入して下さい。これらのマークは英文著者名には不要です。英文著者名は、できるだけフルネームでお願いします。所属は和文、英文とも、省略形式でお書き下さい。
英文の所属の下に１行空けて、120語程度の英文Abstractを9ポイント（Times等）でお書き下さい。

本文は、1～2行空けて10～11ポイントで、2段組にしてお書き下さい。1ページ40行程度が適当です。

ページ数は、講演１件につき２ページです。

2. 図、表の書き方
　JJAPに投稿する図、表と同じまたはこれに近い書き方をして下さい。図、表の説明は英文でお書きください。また、図、表中の文字も和文を避け、英語で作成するようお願いします。図が小さくなると見難いので、大きくして下さい。本文中で図番号、表番号を引用するとき、最初に出てくる場合のみFig.1、Table Iのようにボールドにして下さい。図、表の線や文字の濃さは本文の文字と同程度にしてください。

------------------------------------------------------------

脚注に電子メールアドレスを入れてください。
　
3.　引用文献の書き方

文献の書き方は、可能な限りJJAPで引用するときと同じ形式でお願いします。ただし、和文の文献を引用する場合は和名のままで結構です。
この研究に関連するこれまでのJJAPのUSE特集号の論文をできるだけ引用してください。この文献はJJAPへの投稿の場合にも、更に充実する形で引き継いで下さい。
4. 用紙と余白
　A4用紙の設定をお使い下さい（レター紙は不可）。余白は、上下左右とも20mmとしてください（厳守）。ワードプロセッサの印刷設定と、実際の印刷結果が異なる場合がありますので、PDFファイルとした後に印刷して余白を確認して下さい。

はみ出した箇所は、論文集に印刷されません。また、原稿には枠を書かないでください。

5.　原稿の提出

　原稿はDOCファイル(.doc)とPDFファイル(.pdf)の両方の形式で投稿して頂くことを希望しています。USE HP上マイページでオンライン投稿されるとファイル名は自動的に[受付番号].doc 、[受付番号].pdf（例えば受付番号0005の場合は0005.doc、0005.pdf）と登録されるのでファイル名は任意でかまいません。また投稿された後、著者には確認のメールが自動的に送られてくるので、ご確認下さい。

　提出期限までに原稿を更新したい場合には、上記と同様の方法で行ってください。この場合には、上書きされます。
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Fig. 1  Retardation of first-order diffracted light vs Raman-Nath parameter.





（注意1）


ポスター発表は全て英語予稿です。このテンプレートは使えません。





（注意2）


口頭発表セッションの件数が限られているので、口頭発表（日本語）を希望された場合でもポスター（英語）に変更して頂く事があります。この場合、予稿も英語に変更して頂きますので、口頭発表（日本語）を希望される場合でも、原則として英語予稿の執筆をお願いします。








（注意3）


予稿を提出する際、題目名・著者名が、講演申込時と相違ないことを確認して下さい。もしも変更がある場合には、必ずマイページから登録内容も修正して下さい。目次は、マイページの内容で作成します。





（注意4）


講演予稿のテンプレートは新しく更新しましたので、以前のテンプレートファイルは使用しないようお願い致します。各種注意事項が変更されていますので、このテンプレートファイルの指示通り作業を進めて頂くようお願い申し上げます。
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